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の場合も酵素的脱アシル化， NBS酸化， β ヒドロキシ酸の C端での化学的開裂反応，部分水解等の
手法を適用して同様に全構造を決定することができた。
オクタペプチン群抗生物質については A , B は既知であったが，今回新しく分離された C ， D に
ついて構造研究を行なった。これらもグラム陰性菌，陽性菌に対して活性社環状オクタペプチドであ
る。オクタペプチン Dの構成アミノ酸の立体配置を決定するために， それぞれのアミノ酸の Lーロイ
シルペプチドを調製した後，高速液体クロマトによるジアステレオマーの分離を行なった。この方法



















梓薗の生産物を精査し， E. coli. および、 Micromonospora に対して抗菌作用を示す物質を分離し，構
造解明の上で種々の工夫をこらして， 5 群， 12種にのぼる多数の新ペプチド抗生物質の構造を明.らか
にしたものである。
それらは Cerexin A , B , C , D, Tridecaptin A , B , C , Octapeptin C 1 , D , Polymyxin S1 , T 1 , 
Brevistin であって これらの新抗生物質に共通する構造上の特徴はいずれもペプチドの N末端に長
鎖脂肪酸が結合している点である。まず Edman分解法によるペプチド中のアミノ酸配列順序決定法




ミノ酸の ORD または CD曲線を利用した。また各群の抗生物質の同属体の分離には逆相高速液体ク
ロマトグラフィーの手法を用いて成功した。
以上のようにペプチド構造決定に関する改良法を巧みに組合わせて 複雑な構造を有する新ペプチ
ド抗生物質の全構造を多数解明した業績は，この分野にわける今後の研究にも多大の貢献をなすもの
と思われ，理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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